
ボーイスカウト活動について
～日野２団紹介～

ボーイスカウト日本連盟
東京日野第２団

1

Rev. 2023/06/03



目次
１．スカウト活動の概要
　目的、　活動内容、　スカウト活動が目指すもの、教育システム、
　隊の構成と目標、　指導者について、　スカウト活動の成り立ち
２．団の組織
　団組織、　団の沿革
３．必要になる費用
　育成会費、　その他活動費用(キャンプ、スキー、交通費、入館料など)
　制服、個人装備　(購入場所、価格)
４．入団・活動開始までの流れ　保険について
５．お願いしたいこと
　家庭での活動、お手伝い、育成会の活動、HPへの写真掲載許可
　活動場所のルール
６．各隊の活動

2



１．スカウト活動の概要
【目的】
　ボーイスカウトは、自立心のある健全な青少年の育成を目指した、世界的な社会教育運動です。 
子どもたちの好奇心や探究心にこたえる活動を通し、心身ともにバランスの取れた人格の形成を目指しています。 
　スカウト運動の目的は、よい社会人として持つべき資質 『立派な品性、強靱な体、さまざまな技能、他の人々への奉仕』 を
養い、幸福な人生を送れる人になるように、子どもたちを育てることです。

【活動内容】
　スカウト活動は、キャンプやハイキングなどの野外活動、募金や清掃などの奉仕活動、工作やゲーム、歌、演劇などの活動、
手旗やロープなどの練習を行います。 
　野外で活動を行なうのは、自然界から得られるたくさんの恩恵に感謝する心を育むこと。健康な心と体をつくること。大自然の
驚異に感動し情緒を深めること。自然の脅威を感じることで傲ることなく、また絶対主の存在を意識すること。協力すること、強
調することの大切さを体得すること、そして生きる術を身につけることなど、実に様々なことを身につけることができる場であるから
です。

【スカウト活動と信仰】　(決して布教活動ではありません)
　スカウト運動では「信仰」を奨励しています。日本連盟の教育規定には「連盟のすべての加盟員(スカウト、指導者)は、明確
なる信仰を持つことを奨励する。」とあります。これは、スカウト運動の創始者ベーデンパウエルの考え方に基づいています。彼は、
著書の中で、人生を誤らせる暗礁の１つに無宗教があり、宗教抜き、信仰抜きのスカウティングはありえないと言っています。
　スカウトのちかいの最初は「神(仏)と国とにまことをつくし・・・」とあります。信仰心の第一歩は、「感謝の心」を持つということで
す。「いただきます」は、誰に対してか？というところからスタートし、両親、祖父母、さらに先代がいたからこそ、いまがあるという過
去への感謝。さらにそれぞれの宗教へとつながっていきます。明確なる信仰とは、個人個人を指し、家庭、地域の宗教と同一で
なくてもかまいません。
　スカウトの章に「宗教章」というものがあります。宗教章修得には、「世の中には色々な宗教があり、それらを学ぶことでそれぞ
れの宗教を尊重しましょう」という内容です。世界的に普及している教育プログラムだからこその内容です。また、「世界の人と仲
良くしましょう」という世界共通の教えもあり、その基礎となるため知っておいた方がよいです。
　幸いにして、日野2団はカトリックのキリスト教会を母体としている団です。キリスト教の教えを深く知る良い「場」であります。
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１．スカウト活動の概要
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スカウト活動が目指すこと：　非認知能力を育てる
非認知能力とは、学力テストや偏差値などのように点数で認知できるものではないが、
子どもの将来や人生を豊かにする一連の能力のこと

Gutman, L. M., & Schoon, I. (2013). The impact of non-cognitive skills on outcomes for young people. Education Endowment Foundation, 
59(22.2), 2019.Motivation
西田ら「非認知能力に関する研究の動向と課題」東京大学大学院教育研究科紀要　vol58 2018 p33

名称 具体的な非認知能力

自己認識 やりぬく力　自分の能力を信じる　自己肯定感がある

動機付け・意欲 学習志向　やる気がある　集中力

持続力・忍耐力 あきらめない　粘り強い

自制心 自分のルールを守れる　自制心がある　勤勉

メタ認識 目標を決め計画を立て問題を把握/解決しながら前に進める　客観性

社会的能力 リーダシップ　他の人との対話/協調性

回復力・対応力 楽天的　失敗しても悩まない　失敗から学ぶ

クリエイティビティ 創造力　直感力　工夫ができる



１．スカウト活動の概要
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【教育システム】

ちかいと
おきて

行うこと
によって
学ぶ

社会との
協同

自然

シンボル
の活用

成人の
支援

個人の
進歩

チーム
システム

【スカウト活動が目指すもの】
・世界の平和と社会に貢献できる社会人を育てる。

・自然の中で自らの力を理解し、助け合う経験から
　周りを助け、社会のためになる人間を育成する。

・進級制度を基本とし、明確な目標に向かい
　子供自らが取り組み楽しみながら進歩する。

モットー :そなえよつねに

スローガン :日々の善行



１．スカウト活動の概要
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隊の名称 年齢 構成と目標

ビーバー隊(BVS) 年長11月
　～小2 11月 「仲間と仲良く遊ぶ」「自然に親しむ」「楽しみや喜びを分かち合う」ことを学んでいきます。 

カブ隊(CS) 小2　12月
　～小5　11月

組と呼ばれる小グループの中で、自分で考え自分のことは自分でする、みんなでルールを作って仲
良く遊ぶ、自然や社会とふれあう、といったことを通じて自立心や創造力を養います。 

ボーイ隊(BS) 小5　12月
　～中3　3月

班と呼ばれる少人数のグループの中で、自分の責任を果たし、積極的に関わり、活動することで
班に貢献し、自分の意識・実力・信頼を高めていきます。テントの張り方、地図の読み方、炊事
や工作、自然観察などを楽しく学びます。
また、自分のためだけでなく、奉仕の精神を持ち、人のために役に立つことの大切さを学びます。 

ベンチャー隊(VS) 高1～高3
隊長のアドバイスの下で自らのニーズ、そして真のスカウトとしての自分を実現するために、個人も
しくは活動チームを組んで企画・計画・実施・反省評価のプロセスを繰り返しながら更に大きな活
動に挑戦していきます 

ローバー隊(RS) 18歳～25歳
隊長等のアドバイスの下で自分の人生について深く考えていく時機です。 
自分自身で広く・深く考え、またチャレンジし取り組んでいきます。 
多くのローバーは隊指導者として、後輩スカウトの指導にあたります。 

【隊の構成と目標 】
　異年齢の子どもが集まる小グループでの活動を通じて、自主性・協調性・社会性と責任感を養います。
年齢に応じ5つの部門(隊)があり、年齢に合った育成をしています。 



１．スカウト活動の概要
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【指導者について】 
　それぞれの役割りに必要な研修や訓練を受けた人が指導者になっています。 
指導者は、すべて無給のボランティアです。　多くの指導者は「保護者」で、活動のお手伝いをきっかけに指
導者になった方です。　子どものときにボーイスカウトに参加していた方や、ずっとスカウト活動を続けてきた
方も指導者として参加しています。 
　是非、少しずつ協力しながら、「共育」(ともにそだてる、そだつ)ができればと考えています。

必要な研修は、例えば、図１に示す「セーフ・フロム・ハーム」などが上げられます。このような概念を学んだ
上でスカウトへの共育にあたっています。



１．スカウト活動の概要
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【スカウト活動の成り立ち】 
1907年　イギリスのロバート・ベーデンパウエル卿が20人の子どもたちと
　　　　　　　ブラウンシー島で行った少年向けの実験キャンプが始まり。
1909年　ロンドンでのスカウトの行いにふれたアメリカ人が、アメリカで活動
　　　　　　　を始めるきっかけとなり活動が活発化。
1922年　「少年団日本連盟」が創立され、ボーイスカウト国際連盟に
　　　　　　　正式加盟し、世界の仲間入りを果たす。
2007年　全世界で、ボーイスカウト活動開始100周年を祝う式典開催。

創始者
ロバート・ベーデン－パウエル卿

(1857～1941)

　スカウト活動は、開始当初から国を超えて広がり、国境、宗教を問わず
世界中に広がっています
今では世界では169の国と地域、約4,000万人、日本には団と言われる
活動母体が約2,000あり、約10万人が活動しています。



２．団の組織
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【団の組織】
　団には、5つの隊のほかに、団委員会と育成会
があります。 それぞれの隊には隊長、副長などの
指導者がおり、活動を計画・実施してスカウトの
指導を行います。 

　団委員会は財政、資産管理、登録などの事務
処理、広報活動を行うほか、各隊の活動を支援
します。
 
　育成会は団の母体であり、団の育成と発展を
支えます。 

　入団されると、お子さんは年齢に応じた隊の隊
員になり、保護者は育成会の正会員になります。 



２．団の組織
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【日野２団の歴史と特徴】

　1970年、光塩幼稚園の卒園生保護者と、高幡教会のロワゼール神父を中心に発団。
メルセス会修道院の裏山をお借りし、東京でもまれに見るスカウト活動に適した環境で活動。
　新多磨地区(日野市、多摩市、稲城市、立川市、昭島市、国立市)で数多くのスカウトを輩出。
　50年にわたる活動経験を経て、特徴のある自然での活動に重きをおくプログラムを実施。
　幼少時代から日野２団での活動を経験するリーダーも豊富におり、世代を超えた経験の伝達を
実現しています。

12月 BS･GS合同クリスマス会
  1月 団スキー、もちつき
  2月 JCCS　BP祭、CS隊スケート
　3月 VS隊北八つチャレンジ
  4月 　(地区) ボーイスカウト講習会
　5月 育成会総会、さつき祭
  6月 CS隊仮キャンプ
7～8月 夏キャンプ、BS･GS合同キャンプファイア
  9月 　(地区) ボーイスカウト講習会
10月 赤い羽根の共同募金、新入団募集イベント
11月 地区ラリー、上進式

【日野２団の主な年間行事】



３．必要になる費用(団関係)
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【育成会費】
入団時　(育成会入会金・施設整備積立金は、家庭毎：お子さんが２名以上でも、7,500円)
　育成会入会金　　2,500円
　施設整備積立金　5,000円

毎年
　日本連盟登録費　6,800円/人　(スカウト保険費用を含む)

３ヶ月ごと
　育成会会費　　　9,000円/人　(CS～VS: 3,000円/月･人)
　　　　　　　　　　　 7,500円/人　(BVS　  : 2,500円/月･人)

振込先　郵便局振込：口座記号番号00130-8-391002　高幡カトリックボーイスカウト育成会
　　(ゆうちょ銀行(金融機関コード 9900) 店番 019 店名 〇一九店 当座 口座番号 0391002 

【その他活動費用】
通常の隊活動とは別に、特別な活動を行う場合には、別途費用が必要です。 
特別な活動には下記のようなものがあり、実施場所や期間によって費用が変動します。 

特別活動費、交通費 BVS隊～　一般の施設を利用した場合の費用(入館料など)、交通費
夏キャンプ CS隊　舎営　3泊4日程度　約25,000円/人

BS隊　野営　5泊6日程度　約25,000円/人
スキー訓練 CS隊以上　2泊3日程度　約35,000円＋スキーレンタル代約4,000円
キャンポリー BS隊　野営　地区や県レベルで行われるキャンプ　約10,000円
日本ジャンボリー BS隊以上　4年に一度、参加は団から数名　9泊10日　約70,000円～
世界ジャンボリー BS隊以上　4年に一度、県から数名　 海外派遣　場所により100,000円～



３．必要になる費用(団関係　詳細 早見表)
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※その月に入団した際に必要となる入団時費用を表す早見表です。(毎月かかる費用ではありません)
ボーイスカウト日野２団　費用(早見表)

2022年11月30日
１．入団時費用 (郵便局振込：高幡カトリックボーイスカウト育成会　　口座記号番号00130-8-391002)　

　
入団時のみ 年に一回 毎月

カブ・ボーイ・ベンチャー
　 　 1期 2期 3期 4期

入団月 ４月 5月 6月 ７月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
育成会入会金 2,500 　 　 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 
施設整備積立金 5,000 　 　 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 
登録費 　 6,800 　 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 
育成会費 3ヶ月分をまとめて徴収 　 　 3,000 9,000 6,000 3,000 9,000 6,000 3,000 9,000 6,000 3,000 9,000 6,000 3,000 

合計 7,500 6,800 　 23,300 20,300 17,300 23,300 20,300 17,300 23,300 20,300 17,300 23,300 20,300 17,300 
入団時に掛かる費用＝ 育成会入会金　＋　施設整備積立金　＋　登録費　＋育成会費

　
入団時のみ 年に一回 毎月

ビーバー
　 　 1期 2期 3期 4期

入団月 ４月 5月 6月 ７月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
育成会入会金 2,500 　 　 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 2,500 
施設整備積立金 5,000 　 　 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 
登録費 　 6,800 　 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 6,800 
育成会費 3ヶ月分をまとめて徴収 　 　 2,500 7,500 5,000 2,500 7,500 5,000 2,500 7,500 5,000 2,500 7,500 5,000 2,500 

合計 7,500 6,800 　 21,800 19,300 16,800 21,800 19,300 16,800 21,800 19,300 16,800 21,800 19,300 16,800 
入団時に掛かる費用＝ 育成会入会金　＋　施設整備積立金　＋　登録費　＋育成会費

２．高幡カトリックボーイスカウト育成会費 (郵便局振込：高幡カトリックボーイスカウト育成会　　口座記号番号00130-8-391002)

　 　 　 　 カブ・ボーイ・ベンチャー ビーバー 納入期限
第1回（４月～６月分） 　 　 　 9,000 7,500 

振込依頼を送付しますので、その後速やかにお願
いします。

第2回（７月～９月分） 　 　 　 9,000 7,500 
第3回（１０月～１２月分） 　 　 　 9,000 7,500 
第4回（１月～３月分） 　 　 　 9,000 7,500 

年間計 　 　 　 36,000 30,000 　

３．登録費（（日本連盟・東京連盟・南多摩地区・傷害共済加入費）

毎年年度始めに登録 6,800円を１２月初めに納入 納入方法：団から登録の案内が１１月初旬までに自宅に届きます。スカウト持参で隊指導者にお支払い下さい。

４．キャンプ費用

キャンプ参加時にその都度納入 納入方法：スカウト持参

５．その他

日野市ボーイスカウト・ガールスカウト連合協議会　賛助会員費 毎年　1回　1口（1,000円）以上 納入方法：スカウト持参



(参考)　育成会費の主な使用用途
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【育成会費の使用用途】
皆さまからお預かりした育成会費は、年に１度開催される「育成会総会」にて審議された上で使用します。
主な使用用途は下記の通りです。

・登録費・スカウト保険費用　(スカウト、指導者の登録費、保険費用)
・上部団体費用       (地区、東京連盟、日本連盟)
・広報費用　　         (ホームページ運営、広報誌「いやさか」発行)
・団運営事務費　     (コピー、郵送、封筒代など)
・隊費　　　　　　　　　 (各隊の活動費)
・水道光熱費　　　　　(スカウトハウスなど)
・指導者養成費　　 　(講習会費用など)
・授与品費、図書費　(記章類、スカウトに配布する図書など)
・キャンプ支援費　　　 (夏キャンプ費用の支援)
・団行事費用　　　　　(もちつき、さつき祭など)
・他、派遣費用の積み立てなど

詳細は、育成会総会 議案書を参照ください。



３．必要になる費用(制服、個人装備　BVS)
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スカウト用品購入先：スカウトショップ　https://www.scout.or.jp/scoutshop/index.html

【制服】 【いつものもちもの】
活動の時は、以下をリュックに入れて持参します。

　ハンカチ、ちり紙
　ビーバーノート　(団から支給)
　水筒(中身：水)
　しきもの
　タオル
　えんぴつ
　軍手
　雨具　(傘はダメ。カッパ推奨)

(任意)食器武器：カブ隊でも使用

ネッカチーフは
　隊から支給

チーフリングは
　自由です。



３．必要になる費用(制服、個人装備　CS)
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【制服】 【いつものもちもの】

スカウト用品購入先：スカウトショップ　https://www.scout.or.jp/scoutshop/index.html

日野2制服は、半袖
　　  半ズボンです

(任意)

リュックに入れてくること
　カブブック　(団から支給)
　チャレンジブック　(団から支給)
　カブスカウト歌集
　ロープ（６ｍ）
　軍手
　雨具 (セパレートがよい)
　コップ
　筆記用具(えんぴつ)
　メモ帳 (団から支給)
　新聞紙 (朝刊１日分)
　ちり紙、ハンカチ
　水筒 (中味は水)

食器武器　(連絡時)

キャンプで必要なものなどは、
　　カブ隊から説明があります。

ネッカチーフは
　購入してください



３．必要になる費用(制服、個人装備　BS)
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スカウト用品購入先：スカウトショップ　https://www.scout.or.jp/scoutshop/index.html

【制服】
ハット

ベルト

【個人装備】
個人装備の詳細は、ボーイ隊から説明があります。
寝袋、ザックなど キャンプに必要な装備があります
下記は参考情報です。



４．入団・活動開始までの流れ
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【活動時の保険について】
　スカウト活動は、子どもたちの冒険心を満たすようプログラムを
組んでいます。従い、中には大きなリスクを伴う活動が計画される
場合もあります。スカウト活動では「リスクがあるからやらない」
ではなく、「リスクを回避して、安全に活動するにはどうするか」
を考えて、計画を立てています。
　それでも、活動の結果として事故が発生してしまう場合がありま
す。その場合の備えとして、活動時の保険をかけています。

■スカウトの保険には、以下の種類があります。
　①そなえよつねに共済　スカウト/指導者が活動中の補償
　②賠償責任保険　　　　第三者への対人対物賠償責任を補償
　実際には様々な条件がつきますが、各プログラムに合わせ適切に
　判断してリスクヘッジをしています。カバーできない範囲の活動
　する際には、別の保険を活動毎にスポットで利用します。

【入団～活動開始までの流れ】

見学申込み書
記入･提出・見学

入団説明

入団決定ご判断

入団申込み書提出

BVS:やくそくときまり
CS:やくそくとさだめ

覚える

入団時の費用振込

日本連盟に登録･スカウト保険加入

入隊式

活動開始
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BVS：やくそくときまり

ビーバースカウトの「やくそく」
ぼく(わたくし)は
　みんなとなかよくします
　ビーバー隊のきまりをまもります

ビーバー隊の「きまり」
１　ビーバースカウトは
　　　　　げんきにあそびます
２　ビーバースカウトは
　　　　　ものをたいせつにします
３　ビーバースカウトは
　　　　　よいことをします

ビーバースカウトのモットー
　　　なかよし

CS：やくそくとさだめ

カブスカウトの「やくそく」
ぼく(わたくし)は
　まじめにしっかりやります
　カブ隊のさだめを守ります

カブ隊の「さだめ」
１　カブスカウトはすなおであります
２　カブスカウトは自分のことを自分でします
３　カブスカウトはたがいに助けあいます
４　カブスカウトはおさないものをいたわります
５　カブスカウトはすすんでよいことをします

カブスカウトのモットー
　　　いつも元気



５．お願いしたいこと
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お手伝い 
　隊によって、また、その日の活動によって様々ですが、例えば、遠くへ出かけるときの引率や子どもたちの作業の補助など、必要に応じてお手
伝いをお願いしています。 お手伝いは任意ですが、要請があったときはできるだけ協力をお願いします。

育成会活動奉仕
　育成会では、日野市の行事(子供祭り10月、平山季重祭り10月、スプリングフェスタ3月など)や、教会行事(さつき祭など)で、やきそば販
売などをしています。また、施設の管理などがあり、お手伝いは任意ですが、ご協力いただけると助かります。育成会、団は、保護者のボランティ
アで運営されています。

家庭での活動 
　カブスカウトの進歩課目には家庭での履修が必要なものがあります。保護者はときどきお子さんのカブブックやチャレンジブックの履修状況を見
ていただきたいと思います。お子さんを励ましながら、一緒にボーイスカウト活動を楽しんでください。

講習会への参加
　ボーイスカウト運動は、教育活動ではありますが、塾やお稽古事のようないわゆる「習いごと」ではありません。学校の様に十数年かけて、学
校では主に「知識」や「運動」を、ボーイスカウトでは「心や精神」「知恵や手技」を修得していきます。「習う」のではなく「修める」のです。更に、
メンバーとの関わりから、人として最も大切な「誠実」→「信頼」を築くには長い時間を要します。つまり、短期間では成果が出ない活動でもあり
ます。「効果がみえない」等の理由で辞められる方もいます。ボーイスカウトは任意の教育活動ですから、どう評価するかは保護者でありスカウ
ト本人ですが、まさに「継続は力なり」が表れる活動でもあることをご理解ください。
　そんな活動内容を学ぶ場があります。スカウト講習会です。ぜひ早めに受講することをお勧めいたします。(4月、9月)

ホームページへの写真掲載許可
　日野2団では、活動の状況をお伝えするため、ホームページに写真を掲載しています。集会の際の写真掲載の許可をいただきたく
お願いいたします。(不可の場合は、団または隊まで連絡ください)



５．お願いしたいこと　活動場所のルールについて
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車での送迎ルールを守ろう

あいさつをしましょう

活動日以外は立ち入らない

　日野2団は、メルセス会の御厚意で活動場所
(スカウト広場、裏山)をお借りして活動していま
す。感謝の心をもって行動します。
活動場所を気持ちよく利用できるよう、ルールを
作って運用しています。

■ルール

メルセス会修道院、高幡教会、光塩幼稚園の
方々に笑顔であいさつをしましょう。

お子さんの送迎は、教会前で乗降ください。
スカウトハウスまでの坂道への駐車は譲り合い。
(原則、駐車票を持っている車のみ駐車可)
混雑する際は駐車場を指定する場合があります。

不審者を見かけます。対策として、スカウトの
活動日を、修道院･教会･幼稚園と共有しています
活動日以外は、むやみに立ち入らないよう配慮
ください。(行く必要がある場合は予め団に相談)

杉本駐車場

一般駐車場

スカウト広場

裏山

利用には500円玉を
ご用意ください

普段は使用不可
利用時は連絡します
500円の寄付お願い



６．各隊の活動
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BVS隊
　活動頻度　：　２回／月が目安　
　活動計画　：　年間プログラム
　連絡方法　：　電子メールで保護者むけに連絡

CS隊
　活動頻度　：　３回／月が目安
　活動計画　：　年間プログラム(大まかな計画)、３プロ(至近３ヶ月の計画)
　連絡方法　：　電子メール、LINEグループで保護者向けに連絡
　　　　　　　　　　　組ごとに連絡網でスカウトが連絡

BS隊
　活動頻度　：　班ごとに決定
　活動計画　：　年間プログラムに基づき、班で計画立案し隊長の承認を得る
　連絡方法　：　班ごとに連絡網を決め運用
　　　　　　　　　　　保護者メールでフォロー　



(付録)
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B-P最後の手紙

スカウト諸君
　 「ピーターパン」の劇を見たことのある人なら、海賊の首領が死ぬ時には最後の演説をするひまはないに違いないと思って、
あらかじめその演説をするのを、覚えているだろう。私もそれと同じで、今すぐ死ぬわけではないが、その日は近いと思うので、
君たちにわかれの言葉をおくりたい。
これは、君たちへの私の最後の言葉になるのだから、よくかみしめて、読んでくれたまえ。
　私は、非常に幸福な人生を送った。そえだから、君たち一人一人にも、同じように幸福な人生を、歩んでもらいたいと願っ
ている。
　神は、私たちを、幸福に暮らし楽しむようにと、このすばらしい世界に送ってくださったのだと、私は信じている。金持ちになっ
ても、社会的に成功しても、わがままができても、それによって幸福にはなれない。幸福への第一歩は、少年のうちに、健康
で強い体をつくっておくことである。そうしておけば、大人になった時、世の中の役に立つ人になって、人生を楽しむことが出来
る。
　自然研究をすると、神が君たちのために、この世界を、美しいものやすばらしいものに満ち満ちた、楽しいところにおつくりに
なったことがよくわかる。現在今与えられているも

のに満足し、それをできるだけ生かしたまえ。
　ものごとを悲観的にみないで、なにごとにも希望を持ってあたりたまえ。しかし幸福を得るほんとうの道は、ほかの人に幸福を
分け与えることにある。この世の中を、君が受け継いだ時より、少しでもよくするよう努力し、あとの人に残すことができたなら、
死ぬ時が来ても、とにかく自分は一生を無駄にすごさず、最善をつくしたのだという満足感をもって、幸福に死ぬことができる。
幸福に生き、幸福に死ぬために、この考えにしたがって、「そなえよつねに」を忘れず、大人になっても、いつもスカウトのちかい
とおきてを堅く守りたまえ。
　神よ、それをしようとする君たちを、お守りください。
　
君たちの友　　
ベーデン－パウエル　オブ・ギルウェル 



(付録)
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アンノウンスカウト物語　～名も知れぬスカウトの善行～
1909年の秋のことでした。イギリスの都、ロンドンは、
この日も一日中濃い霧につつまれていました。
　アメリカのイリノイ州シカゴからロンドンにきた出
版業のウイリアム・ボイス氏は、道がわからなくて、
こまりはてていました。そのとき霧の中からひとりの
少年が近づいてきました。「何かお役に立つことがあ
りますか。」と少年はいいました。事務所がわからな
くて困っていることがわかると、少年は先にたって、
その事務所までボイス氏を案内しました。

　ボイス氏は、アメリカ人の習慣で、少年にチップを
あげようと、ポケットに手を入れました。しかしボイス氏がチップを取り出す前に、少年は勢いよく右手
を上げて敬礼をしました。「ぼくはボーイスカウトです。きょうも何かよいことをするつもりでいました。
お役にたててうれしいと思います。スカウトは、他の人を助けることでお礼はもらいません。」と少年は
いいました。
　少年からボーイスカウトのことを聞いたボイス氏は、用事をすませてから、少年にボーイスカウトの
本部を案内してもらいました。ボイス氏が少年の名前を聞く前に、少年は姿を消してしまいました。
　イギリスの本部でボーイスカウトのことをくわしく調べたボイス氏は、アメリカへ帰って大統領の
タフト氏などに話し、やがて、アメリカでボーイスカウト運動が始められたのです。

　そのときの少年がだれだったのか、その後もわかりませんでした。しかし、名前もわからないこの少年
の小さな善行が、アメリカのたくさんの少年に、ボーイスカウトを伝える元になったのです。


